
第１学年   国語科学習シラバス 

１ 学習目標 

○社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親しんだり理解したりするこ

とができるようにする。 

○筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、日常生活における人との関わりの中で伝え合

う力を高め、自分の思いや考えを確かなものにすることができるようにする。 

○言葉がもつ価値に気付くとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切にして、思いや考えを伝え合お

うとする態度を養う。 

 

２ 学習の進め方 

１年生では、小学校での学習を受けて、国語で正確に理解し適切に表現する力を伸ばし、「主体的・対話的で深

い学び」を目指します。 

○知識・技能…・漢字の読みと書き ・事象や行為、心情を表す語句の量を増やす。・単語の類別 ・表現技法 

       ・情報の扱い方 ・古典に親しむ。 ・書写 

○思考・判断・表現…・話すこと・聞くこと、書くこと、読むことに関する事柄について理解を深める。 

 

３ 評価の観点・評定の方法 

評価の観点はＡＢＣの３段階です。   

知識・技能 社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言

語文化に親しんだり理解したりする。 

○評価の方法 〇定期テスト、言語事項、作文（感想文、意見文等）、漢字テスト等 

思考・判断・表現 筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、伝え合

う力を高め、自分の思いや考えを確かなものにする。 

○評価の方法 ○定期テスト、ノート、ワークシート、スピーチ、作文（感想文、意見

文等）等 

主体的に学習に取り組む態度 言葉がもつ価値に気付くとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化

を大切にして、思いや考えを伝え合う。 

○評価の方法 ○意欲的に授業に取り組む姿勢、授業中の発言、仲間と協力して学ぶ態

度、ノートや自己評価カードの記述、提出物の取り組み等 

評 定 学期末に１・２・３・４・５の５段階で示します 

 

４ 学習計画 

学期 主な学習 学習の内容 

１ 〇言葉に出会うために 

〇学びをひらく 

〇新しい視点で 

〇情報社会を生きる 

〇言葉に立ち止まる 

〇読書生活を豊かに 

・音声の働きや仕組みについて理解を深める。 

・比較や分類、関係付けなどの情報の整理の仕方、引用の仕方

や出典の示し方について理解する。 

・日常生活の中から題材を決め、集めた材料を整理し、伝えた

いことを明確にする。 

・事象や行為、心情を表す語句の量を増やし、語句の辞書的な

意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使う。 

・文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見との関係な



どを捉え、要旨を把握する。 

・自分の考えや根拠が明確になるように、話の中心的な部分と

付加的な部分、事実と意見の関係などに注意して、話の構成を

考える。 

・比喩、反復、倒置、体言止めなどの表現技法を理解する。 

・読書が、知識や情報を得たり、自分の考えを広げたりするこ

とに役立つことを理解する。 

・字形を整え、文字の大きさ、配列などについて理解して、楷

書で書く。 

２ 〇心の動き 

〇筋道を立てて 

〇いにしえの心にふれる 

〇価値を見いだす 

〇読書に親しむ 

 

・場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変化などを捉える。 

・目的に応じて必要な情報に着目して要約したり、場面と場面、

場面と描写などを結び付けたりして、内容を解釈する。 

・必要に応じて記録したり質問したりしながら話の内容を捉

え、共通点や相違点などを踏まえて自分の考えをまとめる。 

・読み手の立場に立って、表記や語句の用法、叙述の仕方など

を確かめて、文章を整える。 

・共通語と方言の果たす役割について理解する。 

・原因と結果、意見と根拠など情報と情報の関係について理解

する。 

・書く内容の中心が明確になるように、段落の役割などを意識

して文章の構成や展開を考える。 

・話題や展開などを捉えながら話し合い、互いの発言を結び付

けて考えをまとめる。 

・文語のきまりや訓読の仕方を知り、古文や漢文を音読し、古

典特有のリズムを通して、古典の世界に親しむ。 

・古典には様々な種類の作品があることを知る。 

・漢字の行書の基礎的な書き方を理解して、身近な文字を行書

で書く。 

３ 〇自分を見つめる 

〇振り返り 

・単語の類別について理解する。 

・文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして

考える。 

・文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かな

ものにする。 

・根拠の明確さなどについて、読み手からの助言などを踏まえ、

自分の文章のよい点や改善点を見いだす。 

・相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わ

るように表現を工夫する。 

 



第１学年 数学科学習シラバス

１ 学習目標

（１）正の数と負の数について具体的な場面での活動を通して理解し，その四則計算ができる
ようにします。

（２）文字を用いて関係や法則を式に表現したり式の意味をよみとったりする能力を養うとと
もに，文字を用いた式の計算ができるようにします。

（３）方程式について理解し，一元一次方程式を用いることができるようにします。
（４）具体的な事象の中にある二つの数量の変化や対応を調べることを通して比例，反比例の

関係を見いだし表現し考察する能力を伸ばします。
（５）基本的な図形を見通しをもって作図する能力を伸ばすとともに，平面図形についての理

解を深めます。
（６）図形を観察，操作や実験を通して考察し，空間図形についての理解を深めます。また，

図形の計量についての能力を伸ばします。
（７）目的に応じて資料を収集し、整理する方法について理解を深めます。また、その資料の

傾向を読み取る能力を伸ばします。

２ 学習の進め方

１ 計算練習の場を多く設ける。
２ 友達との意見交換や，後で振り返ったときにわかりやすいように，ノートを工夫してまと

めさせる。
３ 問題練習により学習の定着を確認する。
４ 自分の考え方や，解法を発表する場を設ける。

３ 評価の観点・評定の方法

評価の観点はＡＢＣの３段階です。 評価方法

知識・技能 数量や図形などについての基礎 学習への取り組み、定期
的な概念や原理・法則などを理 テスト、授業中の課題な
解している。事象を数学化した ど
り、数学的に解釈したり、数学
的に表現・処理したりする技能
を身に付けている。

思考・判断・表現 数学を活用して事象を論理的に 学習への取り組み、定期
考察する力、数量や図形などの テスト、授業中の課題
性質を見いだし統合的・発展的
に考察する力、数学的な表現を
用いて事象を簡潔・明瞭・的確
に表現する力をみにつけている。

主体的に学習に取り組む 数学的活動の楽しさや数学のよ 学習への取り組み、提出
態度 さを実感して粘り強く考え、数 物（ワーク・テスト直し

学を生活や学習に生かそうとし など）
たり、問題解決の過程を振り返
って評価・改善しようとしたり
している。

評 定 学期末に１・２・３・４・５の５段階で示します。



４ 学習計画

学 期 お も な 学 習 内 容 学 習 の ね ら い

○正の数と負の数 ・負の数の意味を理解し，正の数・負の数の必要
・負の数の必要性及び正の数と負の 性と有用性を知ります。
数の意味 ・正の数・負の数の四則について理解し，それら

一 ・正の数と負の数の四則計算の意味 の計算ができるようにする。
・正の数と負の数の四則計算
・具体的場面における表現や処理

学 ・数の集合と四則計算の可能性

○文字と式 ・文字を用いることの意義を理解する。
期 ・文字を用いることの必要性と意味 ・文字を用いて，数量やその関係・法則を式に表

・文字を用いた式における乗法，除 したり，文字式の意味を読み取ったりできるよ
法の表し方 うにする。

・簡単な一次式の加法と減法 ・一次式の加法・減法の計算ができるようにする。
・文字を用いた式による表現や読み ・文字を用いた式における乗法，除法の計算がで
取り【不等式】 きるようにする。

・数量の大小関係を不等式に表すことができるよ
うにする。

○一元一次方程式 ・方程式及び，その中の文字や解の意味を理解す
・方程式及び解の意味 る。
・等式の性質と方程式 ・等式の性質を見いだし，方程式が等式の性質に
・比と比例式 基づいて解けることを理解する。
・一元一次方程式を解くこと，その ・一元一次方程式が解けるようにする。

二 活用 ・簡単な比例式を解くことができるようにする。
・一元一次方程式を具体的な事象に活用できるよ
うにする。

○比例・反比例 ・ともなって変わる数量の関係を理解する。
学 ・関数関係の意味 ・座標，比例，反比例の意味を理解する。

・比例・反比例の意味 ・比例，反比例を表，式，グラフなどで表すこと
・座標の意味 ができるようにします。また，その特徴が分か
・比例，反比例の特徴 るようにする。

期 ・比例，反比例を用いた具体的事象 ・比例，反比例の見方や考え方を具体的な事象の
の説明 中で活用できるようにする。

○基本的な作図と平面図形 ・基本的な移動（線対称，点対称）を使い，図形
・図形の移動 を移動させることができるようにする。
・基本的な作図 ・定規，コンパスを用いて，角の二等分線，線分

の垂直二等分線，垂線などの基本的な作図が正
しくできるようにする。

・おうぎ形の弧の長さや面積を求めることができ
るようにします。

・円の対称性を利用し，円周上の点における接線
・円とおうぎ形の弧の計量 の作図の方法が分かるようにする。

○空間図形と図形の計量 ・直線と直線の位置関係について分かるようにす
・空間における直線や平面の位置関 る。
係 ・直線と平面，平面と平面の位置関係について分

・空間図形の構成や表現 かるようにする。
【投影図】 ・線分の運動によって空間における面が構成され

三 ・柱体，錐体，球の表面積と体積 るという見方ができるようにする。
・平面図形の運動によって立体が構成されるとい
う見方ができるようにする。

学 ・見取図や展開図，投影図を活用し，空間図形の
もつ性質を考え，理解を深めることができるよ
うにする。

期 ・柱体，錐体，球の表面積，体積を求めることが
できるようにする。

○資料の分析と活用 ・ヒストグラム，代表値，相対度数の必要性と意
・資料の散らばりと代表値 味が理解できるようにする。
ヒストグラムや代表値の必要性と ・資料の傾向をとらえ説明できるようにする。
意味，資料の傾向の把握と表現

・ことがらの起こりやすさ ・確率の意味を知る。



第１学年 社会科学習シラバス

１ 学習目標

○ 日本や世界の地理的事象に対する関心を高める

○ 地理的な見方や考え方の基礎を培う

○ 歴史的事象に対する関心を高め、我が国の歴史の大きな流れと各時代の特色を世界の歴
史を背景に理解する

２ 学習の進め方

１ １・２年生の授業は、地理的分野と歴史的分野を並行して学習していきます。

２ 社会科は、社会的な見方・考え方を働かせながら、自ら課題を見いだして自ら解決して
いくことを学習する教科です。学習する形態は、個人のときもあり、班で活動すること
もあります。

３ 授業はプリントを中心に進めます。教科書、地図帳などを活用しながら、自分の考えを
まとめます。

３ 評価の観点・評定の方法

評価の観点はＡＢＣの３段階です。 評価方法

知識・技能 我が国の国土と歴史、現代の政 ・定期テスト
治、経済、国際関係などに関し ・レポート
て理解しているとともに、調査 ・観察、実験
や諸資料から様々な情報を効果 ・ワークシート
的に調べまとめている。

思考・判断・表現 社会的事象の意味や意義、特色 ・発表の様子や発表内容
や相互の関連を多面的・多角的 ・ワークシート
に考察したり、社会に見られる ・課題レポート
課題の解決に向けて選択・判断 ・定期テスト
したり、思考・判断したことを ・グループでの活動の様
説明したり、それらを基に議論 子
している。

主体的に学習に取り組む 社会的事象について、国家及び ・授業中の発言、態度
態度 社会の担い手として、よりよい ・ノート、レポートへの

社会の実現を視野に課題を主体 取組
的に解決しようとしている。 ・自己評価

・相互評価
・定期テスト

評 定 学期末に１・２・３・４・５の５段階で示します。



４ 学習計画
＜地理的分野＞

学 期 お も な 学 習 内 容 学 習 の ね ら い

一 世界と日本の姿 ・世界を地理的に認識するための座標軸とし
・世界の姿 て、地球儀や世界地図を活用して、大陸と海

学 洋の形状や分布を取り上げ、地球規模での位
・日本の姿 置関係をとらえるための知識と技能を身につ

期 ける。
・世界各地の人々の生活と環境 ・日本の国土の位置及び領域の特色と変化を

世界的な視野から多面的・多角的に考察し日
本の現状を位置と領域の面から大観させる。
・地域で異なる自然環境の違いを写真や映像
資料、雨温図、統計資料からとらえる。

世界のさまざまな地域 ・世界各地で顕在化している地球的課題は，
二 ・世界の諸地域 それが見られる地域の地域的特色の影響を受

けて，現れ方が異なることを理解する。
学 アジア州，ヨーロッパ州，アフリカ州，北ア

メリカ州，南アメリカ州，オセアニア州の各
期 州に暮らす人々の生活を基に，各州の地域的

特色を大観し理解する。
・アジア州，ヨーロッパ州，アフリカ州，北
アメリカ州，南アメリカ州，オセアニア州の
各州において，地域で見られる地球的課題の
要因や影響を，州という地域の広がりや地域
内の結び付きなどに着目させて，それらの地
域的特色と関連付けて多面的・多角的に考察，
表現する。
・世界の諸地域について，よりよい社会の実
現を視野にそこで見られる課題を主体的に追
究する。

＜歴史的分野＞

歴史へのとびら ・歴史上の人物や出来事などについて、調べ
一 ・歴史学習のはじめに たり考えたりする活動を通して、歴史を学ぶ

・歴史をとらえる見方・考え方 意欲を高める。
学 ・身近な地域の歴史 ・国家が形成されていく過程のあらましを、

古代までの日本 東アジアとのかかわり、古墳の広まり、大和
期 ・世界の古代文明と宗教のおこり 政権による統一を通してとらえる。

・日本列島の誕生と大陸との交流 ・大陸の文化や制度を積極的に取り入れなが
・古代国家の歩みと東アジア世界 ら国家の仕組みが整えられ、その後天皇・貴

二 族の政治が展開されたことを、聖徳太子の政
治、大化の改新から律令国家の確立に至る過

学 程、摂関政治を通して理解する。

期 中世の日本 ・平安時代の社会から生まれた武士がしだい
・武士の台頭と鎌倉幕府 に力をつけ、鎌倉幕府が成立するに至る経緯

のあらましを理解する。

・東アジア世界とのかかわりと社会 ・東アジア世界とのかかわりをモンゴルの襲
三 の変動 来、日明貿易、琉球の国際的役割を通して理
学 解し、その関わりが中世の日本に及ぼした影
期 響を考える。



第１学年 理科学習シラバス

１ 学習目標

○身近な自然の事物や身のまわりの現象についての理解を深め、科学的に探究するために
必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

○観察・実験などを行い、科学的に探求する力を養う。

○自然の事物や現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど科学的に
探究しようとしている。

２ 学習の進め方

１ 日常生活とのかかわりを考えながら授業を行います。

２ 観察・実験を通して規則性や共通することを考えていきます。

３ 観察・実験は少人数（2人～ 4人程度）で行います。

４ 観察・実験結果や考察をノートや実験プリントにまとめて提出します。

３ 評価の観点・評定の方法

評価の観点はＡＢＣの３段階です。 評価方法

①知識・技能 自然事象についての基本的な概 ①観察・実験のようす
念や原理・法則などを理解して 実験プリント
いるとともに科学的に探究する 基礎操作の実技テスト
ために必要な観察・実験に関す 定期テスト
るきほんてきな基本操作などの 単元ごとの小テストなど
技能を身につけている。 データ処理など

②思考・判断 自然事象から問題を見出し、見 ②実験プリントの記述分析
表現 通しをもって観察、実験を行い、 定期テストなど

得られた結果を分析して解釈し、
表現するなど、科学的に探究し
ている。

③主体的に学 自然事象に進んで関わり、見通 ③実験プリント
習に取り組む しをもったり振り返ったりする 授業での発表内容
態度 など、科学的に探究しようとし レポート

ている。 授業の課題に向かう姿勢

評 定 学期末に１・２・３・４・５の５段階で示します。



４ 学習計画

学 期 お も な 学 習 内 容 学 習 の ね ら い

植物の世界 ○校内や学校周辺の植物の種類やからだのつ
○身近な生物の観察 くりを観察する。
・ルーペや双眼実体顕微鏡の使い方 ○ルーペや顕微鏡の操作、スケッチの仕方な

一 ・どんな場所にどんな生き物がいるか ど、生物の調べ方の基礎を身につける。
・水中の小さな生物を観察しよう
○植物の体のつくりとはたらき ○花のつくりを観察し、共通点を見つける。

学 ・花のつくり・はたらき ○根・茎の切片を観察し、水の通り道(道管)
・葉のつくり・根のつくり について理解する。
○植物の分類 ○種子植物の仲間分けについて理解する。

期 ・種子をつくる植物の分類 ○花が咲かない植物について仲間分けする。
・種子をつくらない植物
○動物のなかま 〇セキツイ動物を生活場所や体表、呼吸方法
・セキツイ動物のなかま などで分類する。
・無セキツイ動物のなかま 〇無セキツイ動物を分類する。
物質のすがた

○いろいろな物質 ○加熱器具・上皿てんびんの使い方など実験
・物体を物質で区別する 器具を正しく安全に使えるようにする。
・金属と金属でない物質を区別する ○身のまわりの物質の性質を調べ、共通の性
・白い粉末の物質を区別する 質を見つける。
・プラスチックを区別する ○気体の実験から、気体の特徴と集め方を理
○気体の発生と性質 解する。
・気体を区別する
○物質の状態変化 ○状態変化をするとき、体積は変化するが質
・物質はどのようにすがたを変えるか 量は変化しないことを理解する。
・状態変化をする温度は決まってるか ○沸点・融点・蒸留について理解する。

○水溶液 ○物質が水にとけるようすを観察する。
・物質が水にとけるとは ○溶質・溶媒・溶液・濃度について理解する。
・水にとけている物質を取り出すには ○溶解度・再結晶について理解する。

○ろ過の仕方など実験の基礎操作を習得する。
身近な物理現象 ○光の道筋を直線で表す。

二 ○光の性質 ○光の反射・屈折・全反射の規則性を理解す
・光はどのように進むのか る。
・凸レンズでどんな像ができるか ○凸レンズによってできる像を理解する。
○音の性質 ○音の伝わり方や音の大小・高低と物体の振
・音の伝わり方を調べよう 動との関係を理解する。
・音の大きさや高さを調べよう

学 ○力と圧力 ○「力」の単位ニュートン（Ｎ）を知り、力
・物体に力がはたらくとどうなるか を矢印で表すことができる。
・力をどのように表すことができるか 〇力の大きさ・向き・作用点の作図ができる。
・２力がつり合うようすを調べる ○２力がつり合うための条件を見いだす。

大地の変化 ○火山の形とマグマの性質を関連づけて理解
三 ○火山 する。

・火山とはどのようなものか ○火成岩をつくる鉱物や冷え方と火成岩の種
学 ・火成岩はなにからできているか 類を関連づけて理解する。

○地震 ○地震の原因やゆれの伝わり方について説明
期 ・地震とはどのようなものか できる。

・地震はどのようにしておこるのか ○震源・震央・震度・マグニチュードなどの
・自然のめぐみと火山災害・地震災害 ことばについて説明できる。

〇火砕流や津波などについて理解する。
○地層 ○地層がどのようにしてできたのか理解する。
・地層はどのようにしてできるのか。 ○堆積岩を観察し、特徴とでき方を関連づけ
・地層を調べよう て考えることができる。
・化石からなにがわかるか ○化石からわかることを説明できる。



第１学年 英語学習シラバス

１ 学習目標

〇はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞き取ることができる。
日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれたものから必要な情報を読み取ること
ができる。

〇関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で伝え合うことができる。
〇関心のある事柄や体験したことなどについて，簡単な語句や文を用いて話すことができる。
〇関心のある事柄や体験したことなどについて，簡単な語句や文を用いて正確に書くこと
ができる。

２ 学習の進め方

読んだことや聞いたことについて自身の感想や意見を述べる力を育てるため、1 年生では語句
の習得に注力します。各品詞の働きや、実際に文の中でどういった語順になるのかなど 3年間
の基礎となる部分を、プリントやワークだけでなく、写真やイラストを用いながら視覚的に理
解できるよう学習をサポートします。もちろん書くことだけでなく、教師や ALT、友人を相
手に話す場面を設定し、実際のコミュニケーションを通して自身の課題発見とその解決を支援
します。

３ 評価の観点・評定の方法

評価の観点はＡＢＣの３段階です。 評価方法

①知識・技能 正しい語句や文法の特徴やきま ①言語の正確さを図ります。
りを理解している（知識） ・パフォーマンステスト
言葉の特徴やきまりを理解して、 ・ワークシート
正確に表すことができる（技能） ・活動観察

・ペーパーテスト など

②思考・判断 状況、場面に応じて、日常的な ②内容の適切さを図ります。
表現 話題や社会的な話題について情 ・パフォーマンステスト

報を整理したり、伝え合ったり ・ワークシート
することができる。 ・活動観察

・ペーパーテスト など

③主体的に学 技能、表現力を身に付けるため ③学習への主体的な姿勢を
習に取り組む の粘り強い取り組みや、自らの 図ります。
態度 学習状況を把握し、学習の進め ・パフォーマンステスト

方を試行錯誤するなど調整しな ・振り返りカード
がら学ぶ態度が備わっている。 ・ポートフォリオ

・活動観察
・ワークシートなど

評 定 学期末に１・２・３・４・５の５段階で示します。



４ 学習計画

学 期 お も な 学 習 内 容 学 習 の ね ら い

Unit0 Welcome to Junior High School 挨拶をする、指示する、質問する、答えるな
ど、小学校で習った表現を理解できる

一 Unit1 New School. New Friends 自分が普段よくすることや、できることを伝
えることができる

学 Unit2 Our New Teacher 身近な人やものについて紹介したり、たずね
たりすることができる

期 Unit3 Club Activities いつ・どこなのかをたずねたり、数をたずね
たりすることができる

Unit4 Friends in New Zealand 相手に指示したり、時刻や好きなものをたず
ねたりすることができる

Unit5 A Japanese Summer Festival 行った場所や、そこで楽しんだことなどにつ
いて話すことができる

Stage Activity 1 "All about Me" Poster 自分の好きなことについて、つながりのある
文章を書こう

Unit6 A Speech about My Brother 自分と相手以外の人やものなどについて、た
ずねたり伝えたりすることができる

Unit7 Foreign Artists in Japan 自分と相手以外の人について話したり、どち
らなのか、だれのものかをたずねたりするこ

二 とができる

Unit8 A Surprise Party 今していることについて説明したり、たずね
学 たりすることができる

Unit9 Think Globally, Act Locally したいことや、する必要のあることなどにつ
期 いて説明したり、たずねたりすることができ

る

Stage Activity 2 My Hero 好きな有名人や尊敬する人についてたずねた
り、説明したりしよう

Unit10 Winter Vacation 過去の出来事について説明したり、たずねた
三 りすることができる

Unit11 This Year's Memories 過去の状態や気持ち、過去のある時点にして
学 いたことについて説明することができる

Stage Activity 3 思い出に残った学校行事について発表しよう
期 My Favorite Event This Year



 

 

令和６年度 滑川中学校 音楽科シラバス（第１学年） 
 

１ 学習目標 

〇曲想と音楽の構造や背景などとの関り及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生かし

た音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作の技能を身に付けるようにする。 

〇音楽表現を創意工夫することや、音楽を自分なりに評価しながらよさや美しさを味わって聴くことがで

きるようにする。 

〇主体的・協同的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽文

化に親しむとともに、音楽によって生活を明るく豊かなものにし、音楽に親しんでいく態度を養う。 

 

２ 学習の進め方 

１  歌唱では、姿勢、口形、呼吸法、発声法など、基本的なことを繰り返し練習します。 

  ２  器楽では、器楽演奏・リズム奏法を中心に、基本的な奏法を身に付けます。 

  ３ 創作では、創意工夫を生かして音楽を作るために必要な技能を身に付けます・ 

４  曲の演奏・表現に必要な音符や記号などについて理解しましょう。 

  ５  様々な時代や地域の音楽に興味・関心を持って鑑賞しましょう。 

 

３ 評価の観点・評価方法 

     評価の観点はA・B・Cの三段階です                  評価方法 

知識・技能 
音楽を表現するための基礎的な知識・

技能を身に付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業中の取り組み 

・実技テスト 

・定期テスト 

・提出物 

 

思考・判断・表現 

音や音楽のよさや美しさを感じ取り、

それらを音楽活動の中で創意工夫して

生かしている。 

 

・授業中の取り組み 

・歌唱・器楽・創作・鑑賞 

・実技テスト 

・定期テスト 

 

主体的に学習に取り組む

態度 

音や音楽への興味・関心を持って、意

欲的に表現しようとする。 

 

・授業中での様子 

・授業道具の忘れ物有無 

・提出物の状況 

・授業中の取り組み 

・実技テスト 

・定期テスト 

 

 

 

 評 定 

 

 

 学期末に１・２・３・４・５の５段階で示します。 

 

 

 

 

 



４ 学習計画 

学 期 
お も な 学 習 内 容 

＜学校行事との関わり＞ 
学 習 の ね ら い 

１学期 ○心を伝え合う歌い方を求めて 

  ・校歌 

  ・合唱曲 

 

○音楽のもつ豊かな表現力を味わ

おう。 

  ・ドイツ歌曲「魔王」 

 

○リズムを体で感じよう（器楽） 

・ボディパーカッション 

「One Week」 

○アジアの諸民族の音楽に親し

もう。（鑑賞） 

・ドゥドゥク、カッワーリ、ガ

ムラン、オルティンドー、カ

ヤグム 他 

・新しい仲間と声を合わせて楽しく表現することが出来

る。 

・変声期についての知識を身に付け、自分の身体の状

態について関心をもつことができる。 

・声の変化などを感じ取って聴き、楽曲がもつ表現の豊

かさを味わうことができる。 

・詩の内容や音楽の構造から、場面を想起し、旋律の

雰囲気を聴くことができる。 

・体で複雑なリズムを表現することができる。 

・音符や休符を読み取ることができる能力を身に付ける 

 

・暮らしの中で育まれた音楽に親しみをもつことができ

、音や音色の特徴を捉えることができる。 

・西洋音楽や日本音楽で使用される楽器と比較し、楽器

の構造の違いや、奏法の違いによる音色の変化を聴き

取ることができる。 

２学期 ○豊かな混声合唱の響きを味わお

う ＜校内合唱コンクール＞ 

  ・学年合唱曲 

１年生「Let’s Search Tomorrow」 

   ・全校合唱曲「Believe」 

   ・各クラスの合唱曲 

 

○歌詞の内容を生かした表現をし

よう。 

  ・歌曲「赤とんぼ」 

  ・歌曲「浜辺の歌」 

○我が国の音楽に親しもう。 

  ・雅楽「越天楽」 

○リズムアンサンブルをつくろう 

・合唱の楽しさを感じ取ることができる。 

・パートリーダーを中心として自主的に合唱の練習をす

ることができる。 

・各声部の役割を感じ取り、全体の響きに気をつけて合

唱することができる。 

・指揮・伴奏者との協力で様々な表現方法を工夫して混

声三部合唱を豊かな響きで歌い上げることができる。 

・日本語の持つ美しさを味わい、歌唱表現を工夫して歌

うことができる。 

・情景と曲想の相関性を楽譜から読み取り、強弱や旋律

の動きに着目させ、表現を工夫することができる。 

・日本伝統音楽で使用される楽器の音色や拍などの特

徴を感じ取り、雅楽のよさを見出すことができる。 

・情景や場面のイメージを、リズムによって表現する

ことができる 

３学期 ○和楽器の響きと我が国の伝統的

な歌唱に親しもう。 

・さくらさくら 

・六段の調  

〇情景を想像しながら聴こう。 

  ・春（第１楽章）       

○日本の民謡に親しもう。 

 ・ソーラン節 他 

○豊かな響きの混声合唱にしよう 

  ＜卒業式＞   

   ・国歌・校歌 

   ・旅立ちの日に 

・箏曲のチューニング方法である平調子の特徴を感じ取

り、簡単な楽曲を弾くことができる。 

・箏の基本的な奏法や箏曲にふさわしい歌い方（唱歌）

を学ぶことができる。 

・ソネットをもとに曲の雰囲気を感じ取って音楽を聴く

ことができる。 

・暮らしの中から生まれた仕事唄や娯楽によってうまれ

た座興歌等、生活と音楽について考えることができる 

・卒業式に向けて心のこもった感性豊かな表現の工夫が

できる。 

・一年間のまとめとして、混声合唱の豊かな響きを味わ

うことができる。 

 



第１学年  美術科 シラバス 

１ 学習目標 

 

２ 授業の基本・学習の進め方 

 

３ 評価の観点・評定の方法 

評価の観点はＡＢＣの３段階です。    評価方法 

① 知識・技能 ・対象や事象を捉える造形的な視点

について理解している。 

・意図に応じて表現方法を工夫して

表している。 

 

作品の完成度(絵画、デザイン、

彫刻、工芸など課題によって求

められる技能が変わります)、 

小テスト、ワークシート、技能

テスト等 

② 思考・判断・

表現 

自然の造形や美術作品などの造形

的なよさや美しさ，表現の意図と工

夫，機能性と美しさとの調和，美術

の働きなどについて考えるととも

に，主題を生み出し豊かに発想し構

想を練ったり，美術や美術文化に対

する見方や感じ方を広げたりしてい

る。 

 

作品そのものから読み取れる

発想の豊かさや表現の工夫、 

アイデアスケッチ、ワークシー

ト、鑑賞授業の感想文、自分の

作品の説明文、友達の作品への

コメント等 

③ 主体的に学
習に取り組む態
度 

美術の創造活動の喜びを味わい楽 
しく表現及び鑑賞の学習活動に取り
組もうとしている。 

 

制作態度全般(発言、文章の記述

量や質、忘れ物、集中して取り

組んでいるか、完成させ期限を

守ったか等) 

 

評 定 学期末に１・２・３・４・５の５段階で示します。 

○美術科では、制作活動、鑑賞を通して美術を愛好する心情を育てること、また生涯学習として役

立つ技術を習得することを目指しています。 

○絵画や彫刻、デザインや工芸、鑑賞の各分野について、基礎基本を習得します。  

○美術文化について理解を深め、豊かな情操を養います。    

１ 普段から様々な体験をし、豊かな人生を送ることを心がける。 

２  決まりや安全を守り、その上で自由に発想する。 

３ 自分の表現を大切にし、他の表現を尊重する。 

４ 真剣に、最後まで突き進む。 

５ 必要のない動きはせず、準備は休み時間中に、片付けは授業中に終わらせる。 

６ 授業はできるだけ休まない。休んだら、先生や友達に授業内容を必ず確認する。 

７ 美術係の連絡を注意して聞く。前日までに必要な道具を準備する。 



４ 学習計画 

学期 お も な 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

１ 

学 

期 

 

〇はじめまして、ポスターカラー 

 

〇スケッチの楽しみ 

 

 

〇身近なもの、再発見！ 

 

 

・絵の具の扱い方の基礎基本を学び、表現活動に活かせる。 

 

・身近な風景を題材に、鉛筆や絵の具の特性を生かして，工 

夫して表せる。 

 

・身近なものや愛着のあるものをよく見たり，触ったりし 

て特徴を捉え，主題を生み出し構想を練れる。 

 

２ 

学 

期 

 

 

〇本物はどれだ？ 

 

 

〇木と仲良くなろう！ 

 

 

・粘土の特性を理解して，加工方法や用具などを適切に考え 

ながら見通しを持って制作できる。 

 

・木材の特性を理解して，加工方法や用具などを適切に考え 

ながら見通しを持って制作できる。 

 

３ 

学 

期 

 

〇私はデザイナー！ 

 

 

 

〇「伝える」文字デザイン 

 

 

 

 

 

・自然物の特徴的な色や形から発想したり、配色や構成の学 

習を生かし、基本的なデザインの方法を学習する。 

・消しゴムはんこの制作を通して、工芸的手法を学習する。 

 

・身近なところにあるデザインされた文字を鑑賞し，形や色 

彩から受ける印象やその違いについて考えられる。 

・文字の意味やイメージを基に，伝える相手や場面などから 

主題を生み出し，分かりやすさと形や色彩などとの調和を 

考えてデザインできる。 

 

 



第１学年 保健体育科学習シラバス

１ 学習目標

○技 能： 各運動の特性に触れて運動の楽しさや喜びを味わうとともに、運動を実践する
ことで体力の向上を図り、基礎基本の技能を身につける

○態 度： 公正に取り組む、互いに協力する、自己の役割を果たす等の意欲を育てるとと
もに、健康・安全に留意しながら運動をする態度を育てる

○学び方： 各運動の特性と自己の能力に応じて課題解決に向けて、主体的・協働的に学ぶ
学習（アクティブ・ラーニング）を行えるように工夫する。

２ 学習の進め方

○男女共習が基本
○授業規律（欠席・見学をしない、忘れ物をしない、授業に遅れない、正しい服装、
きびきびとした動作）を大切にする

○学習カードを重要なものと認識し、提出はもちろん内容についても工夫する
○運動や健康・安全について留意しながら、積極的に取り組む
○仲間と協力し、教え合い、お互いを高め合う活動にする

３ 評価の観点・評定の方法

評価の観点はＡＢＣの３段階です。 評価方法

・運動のルールの理解
・技能の仕組みの理解

・運動や健康・安全について ・保健の内容の理解
①知識・技能 の知識を正しく理解している。 ・期末テスト

・各運動の技能を身につけ、実 ・各運動の技能の習熟度
践できる。 ・授業中の指示、教わっ

たことを身につけられ
たか。

・学習カードや活動時に
・運動の仕方を工夫し、技能の 見える自己の運動技能

②思考・判断 ・表現 向上や健康・安全について正 や取り組みに対しての
しく判断することができる。 考え方

・運動に対して一生懸
・意欲的に授業に参加し、運動 命取り組もうとする

③主体的に学習に取り の特性を積極的に味わおうと 態度
組む態度 している。 ・授業に対する意欲的

な姿勢

評 定 学期末に１・２・３・４・５の５段階で示します。



４ 学習計画

学 期 お も な 学 習 内 容 学 習 の ね ら い

○体育理論 ・運動に対する理解を深めることができる
○体つくり運動・新体力テスト ・体つくり運動の必要性を理解し、意欲的に

取り組むことができる
一 ・体力テストで自己の体力を知り、課題を知

ることができる
○陸上競技Ⅰ（短距離走・リレー） ・自己の能力を知り、記録を伸ばすための工

学 夫をすることができる
・チームでバトンパスの方法などを工夫し、
記録の向上を目指すことができる

期 ○陸上競技Ⅱ ・自己の能力を知り、記録を伸ばすための工
夫をすることができる

○球技Ⅰ ・基本的な個人技能や集団技能を習得し、
ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ チームで協力し合ってゲームができる

・ルールを守り、安全に留意して練習や
ゲームができる

〇器械運動 ・できる技を高め、新しい技に挑戦する意欲
を持って取り組むことができる

○保健 ・心身の機能と心の発達について考え、中学
生としての成長を理解できる

○水泳（クロール・平泳ぎ） ・自己の泳力の程度を知り、泳力に応じた課
題に意欲的に取り組むことができる

○体つくり運動 ・体力の高め方について理解することができ
る

二 ○武道（柔道） ・技の仕組みを理解し、「受け・取り」及び
「体落とし」ができる
・仲間と協力し、基本動作について意見を交
換しながら積極的に活動できる

学 ・自己の体力を高める運動の方法を理解し、
・技の仕組みを理解し、「受け・取り」及び
「体落とし」ができる

〇ダンス ・創作ダンスを中心に仲間と協力し、意見を
期 交換しながら作品づくりに取り組むことが

できる
○保健 ・心身の機能と心の発達について考え、中学

生としての成長を理解できる
○体つくり運動 ・体力の高め方について理解することができ

る

○球技Ⅱ ・基本的な個人技能や集団技能を習得し、チ
男子：ｻｯｶｰ・女子：ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ ームで協力し合ってゲームができる

三 ○球技Ⅲ ・ルールを守り、安全に留意して練習やゲー
男子：ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ・女子：ｻｯｶｰ ムができる

学
○保健 ・心身の機能と心の発達について考え、中学

期 生としての成長を理解できる。

〇体つくり ・体力の高め方について理解することができ
る

・自己の体力を高める運動の方法を理解し、
工夫をするとともに、積極的に取り組むこ
とができる



第１学年 技術・家庭科学習シラバス  

 
 
１ 学習目標  

⽣活の営みに係る⾒⽅・考え⽅や技術の⾒⽅・考え⽅を働かせ、⽣活や技術に関する実践的・
体験的な活動を通して、よりよい⽣活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，⽣活を⼯夫し創
造する資質・能⼒を次のとおり育成することを⽬指す。 

 
  ○技術分野の目標  
 
 
 

 技術の⾒⽅・考え⽅を働かせ，ものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な活動を通し
て，技術によってよりよい⽣活や持続可能な社会を構築する資質・能⼒を次のとおり育成する
ことを⽬指す。 

  ○家庭分野の目標    
 
 
 

 生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通し
て，よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成するこ
とを目指す。 

 
２ 学習の進め方  
 「技術分野」および「家庭分野」の２分野で構成されています。技術分野の内容は、 

 Ａ「材料と加工に関する技術」 Ｂ「生物育成に関する技術」C「エネルギー変換に関する技術」 Ｄ「情
報に関する技術」、家庭分野の内容は、Ａ「家族・家庭生活」 Ｂ「衣食住の生活」Ｃ「消費活・環境」で
構成されています。 

    
【技術分野】  
  Ａ「材料と加工に関する技術」の学習では、設計から製作まで自分で考え、いろいろな材料を使

って生活に役立つものを完成させます。 
 Ｂ「生物育成に関する技術」の学習では、生物育成の生育条件、技術等を学び、育成生物を計画的に

育てることができるような学習をします。 
  Ｃ「エネルギー変換に関する技術」の学習では、エネルギー変換に関する基礎的・基本的な知識や技

術を習得し、生活に役立つ簡単な電気製品の制作を行います。 
  Ｄ「情報に関する技術」の学習では、情報化社会のなかで生活の道具として利用されるコンピュ

ーターを使って、情報の収集や発信をし、適切に活用できる能力を育成します。 
【家庭分野】 
  ・｢衣食住の生活｣の学習では、衣服の手入れ、食生活について、補修、室内環境の設備と住まい

方について、実践・体験をし、生活に役立つ事を身につけます。 
  ・｢家族・家庭生活｣の学習では、自らの成長を振り返り、幼児の観察や遊び道具の製作、幼  稚

園訪問を通して、家族や家庭生活との関わりができる能力の育成をします。 
 
３ 評価の観点・評定の方法  
 
         評価の観点はＡＢＣの３段階です。                                    評価方法 
 
 

 
知識及び技能 

家族・家庭の基本的な機能について理解を深め、生活の自立に必要な家

族・家庭、衣食住、消費や環境などについて理解しているとともに、そ

れらに係る技能を身に付けている。 

 

思考、判断、表現 
 

こらからの生活を展望し、家族・家庭や地域における生活の中から問題

を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考

察したことを論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付け

ている。 

 
主体的に学習に取り組む態度 
 

家族や地域の人々と協働し、よりよい生活の実現に向けて、課題の解決

に主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、生活を工夫し創

造し、実践しようとしている。 

 
 

 

 評 定 

 

 

 学期末に１・２・３・４・５の５段階で示します。 

 

  

 

 

 

・定期テスト 
・レポート 
・製作作品 
        
・定期テスト 
・ワークシート 
・製作作品 
・ポートフォリオ 
・授業への取り組み 
・ワークシート 
・ポートフォリオ 



４ 学習計画  

  

 学 期 

 

    お も な 学 習 内 容 

 

      学 習 の ね ら い 

 

 
 
 
 
一 
学 
期 

 

 

 

 

【技術分野】 
 
Ｇガイダンス 
  
 ● 技術を見つけよう 
  
 ● 技術とわたしたちの生活 
  
 ● 技術分野の学習 
 
Ａ 材料と加工に関する技術 
  
 ●ものづくりの工夫と進め方 
  
 ●材 料 
  
 ●設 計 
  
 ●実 習 
  
 ●製 作 
   
  ○木材、金属、プラスチック等   
による製作 
  
 ●材料と加工に関する技術と 
  わたしたち 

 生活に役立つ作品の完成を目指して意欲的 
に学習する。 
 
・材料の性質と特徴を調べることができる。 
  
・機能、構想を知り、考えることができる。 
  
・構想図の書き方を理解することができる。 
  
・材料の加法方を知り、実践できる。  
  
・工具の使い方を知り、安全に作業できる。 
  
・組み立てを正確にすることができる。 
  
・作品をまとめ完成品として仕上げること  
ができる。 

 

 

   
 
 
  二 

学 
期 

 

 
 
 
二 
学 
期 

 
 

 

 

【家庭分野】 
 ●ガイダンス 
Ａ 家族・家庭生活 
 
 ●わたしの成長と家族 
 ●家族・家庭や地域との関わり 
 
Ｂ 衣食住の生活 
 ●健康と食生活 
 ●中学生の栄養と食事について 
  考えよう 
  ●中学生の１日分の献立 
 ●食品の選択と保存 
 ●調理をしよう 
  ・肉料理 
  ・魚料理 
  ・野菜料理 
 

生活の自立の必要な衣食住に関する基礎的な
知識と技術を身につけるため意欲的に学習す
る。 
 
 
 
 
 
・食事が果たす役割や健康と食事との関わり 
 について知ることができる。 
 
・栄養素の種類と働き」を知ることができる。 
 
・食品の栄養的特質を知ることができる。 
 
・中学生に必要な栄養素を考え１日分の献立 
を立てることができる。 
 
・食品の選択と日常食の調理の基礎について 
 知ることができる。 
 
・食生活の安全と衛生に留意し、食品や調理 
 器具等の適切な管理ができる。 

 
三 
学 
期 

 
 
 
 

 

 


